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要旨 低位下;n!ij-乳自信fの存在が的列妓合関係に与える ~;'ri を検討した事対象はシ~H!:! 12包，女児 17名.
2十29名の日本人小児である.由列研究悶恨塑をmいて，唆合同保，白およびm列の大きさ.下司m列の吟
幽について.Hellm;mの白伯郡jに検討を行い，以下の結果を得たa

E 岐合関係

前仰の成合関係では， 反，.tc.え合の割合が批も高かった。DC JCjの資f干の附m叩，1P担，1ま間割，1山 P1)'戸

が殴也多<. mA悶以降の資料の第ー大臼tJlの唆合同係はAnglcの回絡が最も多かヮたs

2 白および飽列弓の大畠各
下顎第ー乳自白がた右とも低位乳街である飽列I!.上下顎と もに第二乳臼tJl:::lのra到弓臼径が小さ〈 岱

列弓長径が大きかった.
3 下顎筒列弓の母飽

下顎mー乳白血が左右と也低位乳歯である由列の作自1! 左右昌はな〈 左右とも に !.~U襲包よ り 大き かっ

た。左右どもらか方が低位乳臼仰の箇列の!!I幽は 忠悶は t':!i~!ltに近かったが健臼は 1.::i拳tJlより大き
〈 左右JPI祢であった.また. ncMよりも回A闘の方が野自が大き<.;jI-.R臼自がより証f~である

傾向が認められた.
以上の結果より。下認訴ー札臼的が低位乳附であるm列の唆合関係I!，反II殴合である割合が'"仁矢紋

方向からみた下顎飽列弓の~!J闘が強い傾向が示された.

Kty..-ords 低位乳m.m列校舎。三次元計剥，飽列弓野自

緒 言

低位乳歯について，恒叶久「低位乳自白とは混合ある

いは永久歯刊弓内に晩期に揖留する乳臼由が低位唖合を

営むもの」と定誰L 描原ら1)1:1，乳自由に限らず「か

つて校合を営んでいた乳歯が，同らかの慢転により現在

の腔合線より低位を占めるものJを畦位乳由と定義づけ

ることを提唱しているo 1998年の小児由利学術j日商定

義叫こよると， r乳情萌出完了期以降に喧合平面より世位

に存在する11歯」と定義されている。

山田ら

ついて臨軒l，低位惜の程度によって.軽庄の場合f!，
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経過観需のみでよい場合と，保開設置，あるいは控触自

の保持のための修理など，処Eが必要なJA合とがあるこ

とを指摘している.また， !豪Eら吋玄。低{立が盟事専な徒

同では， 街髄蛙置や札由冠のm~処Eがされているもの

が多かったと述べている。

このよう に低位乳由については.こ れまで帥々な報

告・ "がなされているが，低位乳歯を有する曲列におい

て.その喧合状態を分続 l，曲列車盟を三主元的に把出

するなど，多面的に倹針したものは少ない。そこで，著

者らは， 畦f.iL ~l由， 特に下顎第一札自由が低位である小

児の由列および腔合の将置を，白夢l研究周銭型を周い

て，院合間官、，曲および由刊の大きさ 下顎由列弓の!!I

幽町三次元計測により分析を行った。

資料および分析方法

E 賀制

対象となる責科は.1987年から 円四年に広島大学僧

学部附属病院口腔育成曲科小児商科世僚主に楽院した日

本人小児のうち，低位下顎第一乳臼曲を右する男児 12

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形



名，女児 17名，計 29名から探取 Lた研究周模型であ

る。それらのうち，都一乳自由が左右醐ともに低位であ

るものを両側群。左右どちらかが低位であるものを片仮l

群として舟類した。また，同組l群においては右側と左側

に，また片側群においては，畦位下顎第一乳臼歯を有す

る側をE側，そうでない側を盟側として分類l.さらに

それぞれの砕を Hclll'11anの由齢別に分類した。表 1に

その資料の分布を示す。低位乳由の判断のま主準は，山閲

ら“の研究に準じ，隣接曲辺桔陸組より忠由のそれが 1

mm以上位位かつ対合的と接触Lていないものと Lた。

なお，低位下顎詰 乳臼仰が非生活由であるものや。畦

頭を古む修植がなされているものは除外Lた。

表2 資料の分布

Hellm舗

のtn齢

同倒群

リj子女子

3 7 

2 2 

o 0 

片側"

男子 女子

3 7 

2 0 

2 

(名)

C

A

B

 

E
凹

E

日c期

'" 逗詰-，
宿 @i

げた;;蒼
m列弓組径
A (cc-ccl 両側乳犬{泊尖政問
B (cL-cd 両側乳犬的舌開{白頭お段下

点附
C (EB-E.) 悶悶第二乳自白近心鍋伺分

界i，Ij:問
D (0-0) 上顎ì!j悶 ~i-乳臼t島知臼攻

頭市問

E (0-0) 下;ni!iUl第一乳臼i!Wlt:l分
~~i島町
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2 分析方法

1 )腔合関係

11l前歯の岐合間部

前歯の喧合状態の判定は，長車ら附の方法にi!Jじ，以

下の基準で分類した。

正常暁合軽庄の不正があっても，臨床的基準で異常の

ない喧合

上顎前突上顎前曲が前突Lているもの，上顎歯刊に対

して下顎曲刊が桂方にあるもの，上下顎前

突，過韮庇合もこれに古む

反対院合前歯部が逆桂韮になっているもの

車生ー臨床的に曲の配列が鎚常なもの，萌出余地不足に

よる幽の萌出障害も吉む

開攻 。臼幽部のみが岐合Lて前歯部が上下的に雄閉して

いるもの

その他 主主岐合など上記以外の不正暁合

l2l犬由の院合関係

乳犬由については. B本小児由科学会による乳犬飽臣

官関係の分類"'1こ基づき，以下の基準で分類した。

I型 下顎乳犬曲の尖顕が上顎乳犬幽の近也、辺緑陸線に

ー致Lているもの

mAおよび皿B期

凶列弓高径
H (Dcnl:l.l (H)) 阿印乳切飽聞の協定

乳頭間
1 (A-A) 上下顎左G!1'I'切削5倒的新郎

'1'失問

Wy;J弓"径
F (..¥-Ccl 同口礼中切歯切符おのゆ占

から両日R犬也実現悶
G (A-E) 回口乳中切{包切符おの中市

から同日第二~1.臼向近也、傾

日分界活問

ttl列弓偏径
A (3-3) 両側犬飽(乳犬ttl)尖頭間
B (4-4) 阿飼お 小自前(第ー乳臼

的)舌側攻頭頂削
C (5-5) 両側第二小臼附(第二乳臼

也)舌倒唆頭m問
D (6-6) 両側第一大臼tu近七舌側岐頭

頂刊}

前"J弓長径
1-5: f羽倒第一大臼t!i近い院後点を結ぷ

続から阿側中切飽6面傍観に互る
距悠

回1白列の大きさの.lUl



7田海既成孝ほか低位乳mのmfJ. =1合に与える ~m

IC，2C 乳<1'切m(中切f釘} 乳白切問{白切向}切;-:;'1'央
3C 乳犬m(犬f訂}尖1'.11
4MBC. 4DsC 第ー乳臼'"近じ傾伺~.i:5J1 m， ig: 'L、傾口戎 ~!1
頂

~ MDC. 5DDC. 5 DC 第二乳臼mi.!i:心傾crJ，.i:f'!'iTfi.iE:心'耳
目岐頭頂迫化喧頭市
6MBC， 6DDC. 6DC:第ー大臼iIJi.!i:.i.鎮目皮頭取..d七鍋
t/Ilp1頭頂 i量化、ø.i: ~lím

回2 下;a切箔成政加速銃自認の~t間部位

E型 下顎'ít*tfIの尖顕が上司乳犬由の近也、辺持~.Hまよ

り遠心にあるもの

E型ー下顎写L犬曲の尖顕が上顎乳犬白の近也、辺な11線よ

り近 L、にあるもの

なお， mB期で永久犬mに交換したものについては，

乳犬由を氷久犬由にUJ:き換えて.同株の分割を行った。

(3)臼由部の庇合間保

Hcllm:mの由齢でrrc期の古料については，前二乳自

由の喧合同係を tcnninalp1aneにより評価し，皿Aおよ

びmB期の資料については，部ー大自由町民合問時を

Angleの分期により評価 L，検討を行った。

2)幽および歯刊の大きさ

曲冠近遣し、幅桂は，藤田l別が記絞 Lた計測基準によ

り。曲冠近遣'L、世大搬陸部同を，由冠が完全に萌出した

ものを対象として，デジタルノギスを用いて針視lした。

由列弓幅桂および長径に聞しては.Hcllm::tnの由齢でn
C期の資料は小野ら1到の計醐法， Hcllmanの由齢でmA

およひtmB期の資料は大坪ら川町計四法により， tfr列弓

帽笹および筒列弓民怪をデジタルノギスをmいて計illL 

た。図 1に計測部位を示す。

3 )下顎幽刊弓の匂剛

下顎箇列弓の惣曲の程度を評価するために，当講座所

有の三次元模型計測ンステム町二より，切端腔頭頂連続

曲線の計測を行った。剖副部位および基準平面の設定

Ii，海原'"の方法に準じた。

計測部位については，切J由切端中央，犬曲尖国および

傾倒喧顕頂とした(図 2)。

基準平面は，上顎両側主L犬簡の唇側m頭部駐深占を結

んだ直線の中点から。上顎両側第二乳臼tlIの煩冊曲頭部

最深古を結んだ芭線に下ろした垂棉の足を原点として，

" 

，、 上;~両日fL-)~m目白 (:11語おU j"f::点を結んだ ' 1' 立
o原市

DG: m罰百設定!.i

" 上初名目礼大何
回上司在mfLj~m

55 上初右目第二;l臼ru
65 上司左目第二乳臼m

Attt..問面
白 3 )di快平田

それぞれの点を過る平面を基準平面と Lた(図 3)。計

訓慌によ り 世定した:ttJ.~ 点を入力 L ， さらに基準平面に

座標変換Lたものを計瑚結果と L 時四 年に耳目"が担

告した標準値と比較した。

なお本研究の統計学的般討は Sludent'st-IeSIにより

行った。

結果

1.唖合関係

r )切由の庇合関係

表2に切由の喧合同保についての調査結果を示す。問

問群では。切由部の巨対暗合が最も多く 50.0%であり ，

主いで正常腔合が 35.8% 上顎前空および開肢がそれぞ

れ 7.1%であった。片側群では切曲部の匠対畦合と正常

喧合が最も多<，ともに 40.0%であり。次いで 上顎前

提が 日 3%，開院が6.7%であった。

2)犬由の庇合間保

表 3に犬由の睦合間係についての調査結果を示す。乳

犬由を古む犬由の目立合間保は。両側群で I型が左右側と

も42.8%で，由也高い割合を示した。また片側11では

田型が最も高い割合を示 L，思側で 53.3%，世側で曲。

%であった。

3 )臼tfr部の喧合問係

表4に自由部の喧合間係の間査結集を示す。 rrc期で

は，両側群町右側で mesialSI叩 Iypeと，，"トcalIypcがと
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40.0%，忠聞が60.0%であった。

2.歯および岱則的大きさ

本研究で用いた資料の乳由およぴ氷久由の歯冠近遺也、

幅程の平均値は，標準値"川と比較 Lて土IS.D 内に

あった (図針。

歯刊弓幅桂およびE笹の計測結果を韮6-8に，針測

結果と標準憧と比絞したものを困 5-7に示す。

uc期tこ関 しては.両間際は上下顎とも臼歯問幅怪が

2曲341(4) 小児w科学位11

もに 50.0% であったが。両叩群の左側と片間群では lcr-

minal plancが mesialSl叩 'YP'であるものが最も多<.

両側群町左側で 70.0%。片側群の健鋼で40.0%，思側で

70.0% であった。喪 5に第一大自由の佐合関係について

示す.第ー大白曲の岐告関係については，皿A および

回8期の両方の歯院の資料をまとめて集計し検討 Lた。

その結果 .Angleの分類で皿級にあたるものが最も多

( .同開群では左右冊とも 50.0%.片側哲学では健冊が

乳臼mの殴合関係

両側酔 (N=14) 片飼群 (N==IS)
分lti

右側 左側 健制 忠岡

vcnic司llypc 5(50.0弛) 3 ()O.O%) 5(抽 0%) 3(30.0%) 
d出品，.日eptypc 。(0.0%) O( 0.0%) 1(10.0%) 。(0.0弛)

冊目凶叫中旬F 5(50.0弛) 7(70.0%) 4(40.0%) 7(70.0弛)

表 4霊安2

正 常

よ;J(前易経

反対校合
同 校

前畑制度合関係

片側幹 (N=¥S)

6 (40.0%) 

2 (13.3%) 

6 (40.0%) 

I ( 6.7%) 

両側酵 (N-14)

5 (35.8%) 

1 ( 7.1%) 

7 (50.0%) 

I (7.1%) 

知分

名 (%)
名 (%)

第ー大臼wの校合関係

i4<iorJ酔 (N:::::4) 片側詐 (N=S)
分知

右側 左側 健鯛 息倒

1m 1(25.0%) 1(25.0%) 2(40.0%) 1 (20.0%) 
n級 1(25.0弛} ， (笥.0%) 1 (20.0%) 1 (20.0%) 
国級 2(50.0%) 2(卸 '.0%) 2(40.0略) 3(曲 0%)

型建5犬由の皮合関係 (ll犬mを合む)

同開酔 (N::::14) 片側群 (N=IS)
分lti

省側 左側 飽阿 思飼

I盤 6(.;2.8%) 6(42.8%) “40.0%) 5()].)%) 

E型 S()S.8%) 4(28.6%) l( 6.7%) ， (丘7%)

国型 3(21.4%) 4{28.6%) 8(53.3%) 9(曲 0%)

表3

名 (%)

永久留

女子

1.0 .(IJ ・'"
《醐} p -F 『ーマー「

男子

同 剖 ， " 

名(%)

女子

{回.) .1.0 .j)J ・"-
乳歯

男子

..叫， " - 〈回・}
《血血》

守場.

.匂a
犬.

Z一小so
第三小包2
);;-.1;.，11 

.ニ.80

i. 

.切.
創切.

文S
Z託 .e• 
. ニ'.SII"
Z広 大e• 
. 二大8盆

τ司

f 

l
I
J
d
l
 

'，0切a
，.-~包.

.夫書

第一T.3:1:

;:=".9& 

土ロ

下割

__  :t:i'!'f 

. .司..，女子》
【否函らi町

=i;'，宅 ー- .吾ヌ
民.s;':.J(男子 ......... t':!Z:J 1;'子，

(== ~.;~;C，写会 ' õ : : (;:;:e::小主主将司群金日》

mn:近ii:.(.，C忌径国4



7刷 梅原属医彰ほか低位乳簡の筒列岐合に与える影，

やや狭(，女児における上顎 Eo-Eaと下顎 D-Dは標準

偏差を超えて小きかった.また，歯列弓長在は上顎 A

c，が標準蝿差より小さく， 上下覇 A-EBは練準偏差を

超えて大きかった。一方，片側群でもほぼ同輔の結果が

臨められ，上下朝 Eo-EBと下顎 D-Dは標準面差を超え

てやや小きかった。歯列弓畏桂は上下顎ともに A-EBが

襲 6 歯列の大きさ (uc)

両側群 片 傭鮮
計測部位

N 平均 棚機偏差 N 平均 ~準偏差

Cc-Cc 10 30.34 2.12 10 30.50 1.95 

CI.，CL 10 25.34 2.20 10 26.45 2.12 

0-0 、10 38.49 
1“ ¥0 38.94 2ω 

上顎
Ei-Ea も10 44.71 2.16 10 44.35 3.22 

A-C 9 5.92 1.14 9 7.33 1.67 

A-Eo 9 26.24 2.03 10 29.05 2.53 

C<-C< 10 24.16 1.99 9 15.32 
l“ 

CL-Q. 10 20.63 1.82 9 21.32 2.27 

下顎
0-0 10 30.47 1.92 10 30.95 3.15 

Eo-Eo 10 37.46 1.87 10 36_92 2.14 

A-C 10 4.89 0.61 s 4.86 0.82 

A-Eo 10 24.80 1.38 10 24.53 1.79 

歯列弓 Dental(H) 9 1.14 2.18 9 2.29 I.7S 
高径 A-A (1) 9 10.37 1.80 9 10.40 L同

歯上C<-白".田
列割CL-Cl. 13.D 

弓 ひ D ~" 
欄 E且司白♂ 4血

EI.E8l '"且

ZEm 
下0.0 )1." 

慣 EEHE-EHB早 MS1m11 

箇

列 A-<:O四
弓上 A‘臼 "D

昼寝 A_A<且

下 A・臼 '岨
到

歯 D，固叫 '-" 

ヂJ '_A ... 
弓
ヨZ

1m同

両側群

-1.0 0 H.O n.G (u) 
3.s n-u~ 

t票準偏差を超えて大きかった(表6，図 ')0
皿A期に閲しては1 両側群は上下顎とも歯手'1弓幅笹

はすべて標準偏差を縦えて小さかった.片側群は上覇3

4 が棟準情豊を超えて小さい債を示 Lたが，その他の

値はすべて練準価蓋内であった(表 7，図 6)。

mB期の片側群では， 1-5が標準個差円であったが，

褒 7 街列の大きさ (mA)

開 側 群 片側 群
計測部位

N 平均 .，際情差 N 平均 .醸偏差

1-' 4 26.34 1.66 2 29.30 7.59 
，-， 4 30.36 2.31 2 32.86 1.54 

Jヒ顎 4-4 4 30.36 2.57 2 33.75 1.38 
，-， 4 35.05 2.68 2 37.79 1.99 

6-6 4 39.26 1.89 2 43.21 0.10 

1-' 4 23.41 2.12 2 26.66 1.73 

，-， 4 24.52 2.78 27.85 

下狽 4-4 4 25.95 2.55 2 28.19 0.01 

，-， 4 29‘ l' 3.62 2 33.44 1.71 

6-6 4 33.80 2.75 2 38.09 0.03 

'"巾ite 4‘ 2.51 2.16 2 3.63 1.54 

"白j. 4 2." 3.16 2 -0.17 ι40 
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................1.見合飽列(皿A)の標場偏差図表 (大坪ら，，)

国6 UI列の大きさ(皿A)

表8 m列の大きさ (mB 片側!I-I

叶訓郡位 N 平均 標準偏差

，-， 3 28AO 1.17 

3-3 3 32.80 1.27 

上競 4 ... 白，
31.20 3.08 

，-， 3 3-'.8-' 3師

6-6 3 38.03 1.76 

，-， 3 22.65 0.82 

3-3 1 25.39 

f~n 4 ... 3 2-'.92 1.95 
，-， 3 29.-'5 2.-'5 

6-6 3 33.29 3.25 

間巾i陪 13 1 360 I 1.13 

mq回 1 3 1 '凪-'.46

(mm) 

その他の!t副部位町出はすべて標準偏差を担えて小さ

かった(~<8 図7)。

3 下顎白列弓の~曲

下~lî白刊の切治tx:~.ñ国連続幽棺を図 8- 1 1 に示す。 同

伺詳に閲Lては 杭計学的に左右差が認められなかった

ため，左右を平均したものを示Lている。

rrc周に悶しては，同旬詳(回 8)は標準値と比絞し

て強い17白を示した=一方，片悶群(図 9)は世間では

ほほ出!!I!也"近い出を示したのに対し 忠閲では強い句

mBI!J)片側群平均値

ー一一一一混合岱列 (mB)の標噂偏差図表(大坪ら1・)

国7 凶列の大きさ(四B)

由を示 し，畦位lt由の存在による.，哩が示された。

回A問に閲しては，同開群{図 10) はrrc期 同様，

保準値と比較Lて大きい噌幽を示 Lた。片側古学 (図 11)

は rrc 期間 l~. 世何ではほほ臣埋値に近い植を示 Lた
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のに対l，患側では全体的に管幽が強い閣向を示した.

nc期に比較して。思側と健側との差がより顕著であ

り，片側酵では録曲が左右非対称である暗向があった.

また， nC聞と皿A期とを比較してみると，両側群，

片側群ともにIDA期の方がnc期よりも智幽が強い傾

向が官、められた。なお，回8聞の資料については，側方

歯萌出期で，安定した計測憧が得られなかったため除外

した.

考 察

1.資料のi量択および計制について

低位乳歯の出現額置については，勝又c，"の報告では

曲内療法を施した歯も含めて 14.5%，性差是しとしてい

る.今回著者らが行った醐査では1.2%であった。他に

日本人を対象としたものでは，福原ら"が，忠正患者の

初曽時機型を聞査資料として1.3%と報告している。世

米における低位乳簡の尭現額置は， Brearll町"が6.9%.

Via'lは 1.3%.Steigmanllが9.2%と報告Lている。

低位乳舗の尭現齢位は，下顎第一乳臼白が置も多〈

その掴置は.JII Jl. C，'Iは62%.福原ら叶二 52%の措置で

あると報告している。また， Brearl町" Sleigman"もそ

れぞれ 69%，74%の頒度で下顎第一言L自由に多かった

としている.

このように。位位乳衝は下顎第一乳自白に最も高額度

にEめられると考えられる。

そこで，本研究では，低世乳箇の由列 目立合に与える

1)'1'を間査するにあたり，まず臨床上最も商担置にみら

れると考えられる下顎第一乳臼曲が低佳乳曲である歯列

に聞して間査を行った。.

また，臨床で広〈行われている暗合関係の嘗査並びに

ノギスによる歯列計測に加え，三次元計測により，下開

館列弓のw幽を世量化した上で詳細な検討が行えたと考

える.

z 唆古関慌について

抵位乳歯と不正腔合との同時については，坂井吋，

乳歯列E対腔合者における下顎第一乳臼歯の低位化につ

いて報告しており，正常腔合者との聞に有意な蓋があっ

たと連ぺている.

*研究では，前歯師の岐合関係は，/j(対岐合が寓領置

に臨められた。犬歯の腔合関係は，片側群において皿型

の割合が高かった.臼歯酷の喧合関係は， tetminal plane 

が m醐 al$Iep' typeであるもの。も Lくは第一大臼歯の

喧合関係が Angle町分類で田級に分類されるものが多

散を占めていた。

以上より，低位下顎第ー乳臼曲を有する小児"反対日立
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合を布する場合が多いことが示唆される。

3.歯および由刊の大きさについて

本研究の結果では，将に両側群において， II C期， m 
A聞ともに上下顎の第二乳自由聞の曲列弓幅桂が小さ

く，歯夢l弓長桂が大きい傾向を示Lた。この理由につい

ては，さ らなる検討の必要があるが，どの曲齢において

も，両側群，片岡群ともに標準値山明、ら外れた憧を示

す計測項目がみられることを意味しており，定期的な腔

合管理の必要性を示睦している。

4 下顎箇初l弓の俗曲について

1正位下顎出乳臼tJrを布する歯列では，幽刊の傍幽の

程度が田準値・1より大きかった。

久松ら

ものとi探草いものに分類Lて切縁暁E顕fil頂I目1連続世幽l線を測定L
ており，彼藍の深いもののほうが骨幽庄が強い傾向を示

Lた，と述べている。また，塩井・1の乳曲E対位合者を

対卑とした研究結集では，反対喧合者は全て昨ー乳自由

の辺掠隆線が第二乳臼由よりも低<，反対匝合者と正申

殴合者との聞で乳犬(ß と白~-~t自由の辺縁陸線円高さの

差に統計的有宜珪を認めている。

さらに，本研究では llC期よりも回A期の資料の方

が噌曲が大きし第一乳臼曲がより位位にある傾向がE
められた。

勝又ら'は，低位の状控の変化については，畦位札臼

tllと尭現制前一大白幽の基準平面との距離が年齢とと b

に小さくなる傾向がみられた，と報告Lている。この研

究では基準平田が下顎の乳白由の校図mより低い位置に

あるため，この結果は年齢とともに低位化が進んでL‘〈

聞向がみられたことを宜味 Lている。また，山田ら‘の

経年的観需を行った研究では，低位乳臼ta5曲中 2由に

おいて低位がj~強したと報告 L ている。また Sulli

van" は， 34人中 29人が低I立の状控が強くなったと報告

Lている。

このように研究者によって結果に差はあるものの，加

齢lニ1μ、低位化が進むことが不される。いずれにせよ，

小児由科臨慌において，乳自由が増齢とともに畦f，:ftす
る伝聞に遭遇する可能性が大きいため，小児歯科医はこ

のことを念頭に置く必要があると IUわれた。

結 1晶

低位下顎第一乳臼由が由列庇合間保にどのような器官

を与えているかについて怯討するために.男児 12名

女児 17名，計 ，.名の白列研究用m型を対象として，岐

合同時.泊と由刊のJ之ささ，下顎由列弓の2苦闘について

検討を行い，以下町結論を持た。

小児的科学綾誌 41(4) 2畑 3 701 

1 腔合間師

前的の佐合問悟はE対腔合の剖合が最も多かった(両

側群:50.0%，片側群 4o.0%L nc期の tcnninalpl:!ne 

は mcsialstep ty凹が最も多かった (両側群の右側 50.0 

%，両側群の左側 70.0%，片側群の健聞 40.0%思

側 70.0%)。皿A期以降の第ー大自由の目立合関係は A"

.kのE級が最も多かった(両削群:50.0%，片側群の

盟問曲0%，健側:40.0%)。

2. (sおよび由列の大きさ

両側詳の由列は。上下顎ともに第二乳臼曲問の歯夢l弓

幅佳が小さく，幽則弓E怪が大きかった。

3 下顎の的列弓の狩幽

両側群の由刊の惨IMIは，句肉の程度に左右差が芭めら

れず，左右ともに標準値より野幽が大きかった。片側鮮

の曲列の勾剛は，健側は標準値に近かったが，思聞は揮

準値より大きく，左右非対林であった。また， II C期よ

りも皿A期の腎血の方が大きく，第一乳自由が低位に

ある聞向がuめられた。

以上の結果より，低位下顎第 乳自由を有する曲列の

喧合間係は，匠対佐合である審l合が高<，矢状方向から

みた下顎箇列弓の傍曲が強い閣向が示された。

本省文の要旨の 部は第 40回日本小児(n科学会大

会 (平成 14年6月7日，子菜市)において発裂した。
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A Study on Dentition and Occlusion in Children 

with Infraocclusal Lower First Decidous Molars 

Yasutaka Kaihara*, Naoko 110, Hideaki Amano*, Kazuo Miura and Katsuyuki Kozai 

Depanmellt 0/ Pediatric Dentistry Hiroshima Uni~'ersiry Graduate School 0/ Biomedical Sciences 
(Director,' Prof Katsuyuki Koroi) 

*Clinic 0/ Pediatric Demist,)', Hiroshima Unil'ersiry Dental Hospital 
(Director,' Prof Katsuyuki KOlili) 

The purpose of this study was to examine the effects of lower infraocclusal first deciduous molars 

on the dental occlusal relationship. The occlusal relationship, length of the dental arch. width of the 

dental arch, and the occlusal curvature of IO\'\'er dentition were discussed in accordance with HeU

man's dental age using 29 study casts. 

The results of this study were as follows: 

I. Concerning the anterior occlusal relat ionship, the anterior crossbite was found to occur with high 

frequen tly. 

2. Concerning the occlusal relationship of the first molars in materials of dental age m A and dental 

age mB, Ang!c's classm was the most common. 

3. For the dentit ion with lower infrnocclusal first deciduous molars on both sides. the width of the 

dental arch between the sc<:ond deciduous molars was small, and the length of the dental :lIth was 

large in both maxilla and mandible. 

4, The occlusal curvature of the dentition wilh lower infraocclusal first deciduous molars on both 

sides was larger than the standard \'alue of the lower occlusal cur.·ature of the nonnal occlusion. 

S. The occlusal cur.'ature of the dentit ion when one side has no lower infraocclusal fi rst deciduous 

molar was close to the standard value. On the other hand, the side with the infraocclusal first decidu

ous molar was larger than the standard value and dissymmetrical with respect 10 the side with the in

fraocclusal fi rst deciduous molar. 

6. The SUbjects of dental age m A showed a larger eur.·e than those of dental age n c, showing a ten

dency of toward infr:locclusal first deciduous molars. 

Key words: Infraocclusal decidous leeth, Demilion, Oeclusion, Thrcc-demensional measunnenl 


